
日本史授業プリント中世２(027) 平氏の台頭 

 

院と僧兵と武士  

 三上皇(白河・鳥羽・後白河)とも造寺・造仏などに熱心 ※出家して｢１法皇｣となる 

   <例>２六
ろく

勝寺  (３法
ほっ

勝・尊勝・最勝・円勝・成勝
じょう

・延勝) ４熊野詣  ・５高野詣の盛行          

  莫大な費用→６成功・重任の増加をまねく 

寺社勢力の強大化…広大な荘園 ７僧兵  を組織(下級僧侶など)→朝廷等に８強訴
ごうそ

   

     <例>９興福寺(｢10南都
な ん と

  ｣)…11春日神社の12神木と共に上洛 …「奈良法師」)  

         13延暦寺(｢14北嶺
ほくれい

  ｣)…15日吉
ひよし

神社の16神輿   〃     …「山法師」) 

       ※白河の“17天下三大不如意
ふ に ょ い

"…｢18鴨川の水・双六の賽
さい

・山法師｣  →武家を起用 
 

 

源氏：19源義家の活躍 ｢八幡太郎はおそろしや｣…白河院への昇殿を許される(白河院政期) 

→その子の20義
よし

親
ちか

  が出雲で反乱[1107～08] →源氏勢力やや衰退 

平氏：21平正盛  …22源義親の乱を鎮圧(追捕使)…白河院の信任 

→その子の23忠盛  が24瀬戸内海の海賊を平定…内裏への昇殿を許される(鳥羽院政期) 

平氏政権の誕生 
 

天皇家 31藤原摂関家 32平氏 33源氏 

    
25崇徳上皇    兄   

    父鳥羽院から冷遇 

27頼長   弟 

   "悪左府
あ く さ ふ

"『台記』 

29平忠正   叔父 

  

31源為義  (父) 

32源為朝   弟 

26後白河天皇   弟 

 

28忠通   兄 30平清盛   甥 

 

33源義朝   兄(子) 

  院の近臣 

＜保元・平治の乱の関係図＞ 34信西  (35藤原通
みち

憲
のり

) 

歴史書『本朝世

紀』 

36藤原信頼    

371156．鳥羽院没 →天皇家・摂関家の内紛が武士を巻き込む→軍事対立 

→38保元の乱   …天皇方の勝利 上皇は39讃岐へ流罪、頼長自殺、為義・忠正ら死罪(薬子の変以来) 

 意義 40貴族の内部争いが武士の力で解決 

 →後白河、41二条天皇に譲位…42後白河院政開始[1158] 

→院近臣、源氏平氏の対立 

431159．44平治の乱   …源氏(義朝)挙兵、信西殺害 

     →平氏(清盛)の反撃→源義平(義朝の長男)らの奮戦 

→清盛の勝利、義朝・信頼の処刑 

  意義  45平清盛の武家の棟梁としての地位の確立 

３年   組   番            . 

院政関係系図２ 

崇徳   二条 六条 

鳥羽  後白河  高倉  安徳 

近衛     後鳥羽 



  平氏政権 46六波羅  政権とも 初の武士政権 当初は 47後白河院政下で(院近臣として)    

        平家一門の邸宅のあった鴨川東岸の地名         荘官の一種 荘園・公領の現地管理 

(ａ)地方武士の組織に着手…主に48畿内・西国 家人(家臣)を49地頭
じとう

に任命することで地位を保障  

(ｂ)50日宋貿易の積極活用…51宋(南宋)の商船との51私貿易  平忠盛以来 背景に貴族の52唐物
からもの

珍重 

環境整備：53大輪田泊   (のちの54兵庫港)の修築  55音戸瀬戸
おんどのせと

(安芸国の海峡)の開削 

輸入 56宋銭  ・57陶磁器・香料・書籍・高級絹織物など 

    輸出 58金 ・59硫黄・木材・刀剣・漆器など 

(ｃ)60高位・高官の独占   <例>清盛 61太政大臣に[621167]…武士としては初 

(ｄ)多数の荘園・知行国 

(ｅ)63外戚政策…清盛の娘64徳子  (建礼門院)を65 高倉  天皇の中宮に→1178.言仁
ときひと

親王を生む 

藤原氏政権と同じ性格 →旧勢力と対立 

 1177．66鹿ヶ谷
ししがたに

事件(鹿ヶ谷
ししがたに

の陰謀) …平家打倒の密談→67藤原成親
なりちか

・68俊寛・西光ら処罰 

 1179．清盛によるクーデタ→69後白河法皇幽閉と多数の貴族の処罰 

→平家の独裁体制…公卿16人・殿上人30余人 70荘園500余ケ所・71知行国30余国(受領含む)  

1180. 72安徳  天皇(言仁
ときひと

親王：清盛の外孫)即位→父の高倉上皇が院政[1180-81] 

    さらに、73福原  (のちの神戸市)への遷都を強行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代順問題練習 <センター2008年Ｂ本試験より>                      ↓１１世紀 

Ⅰ②開発領主のなかに，国司の圧迫を逃れようとして有力寺院などに田地を寄進する者が現れるようになった。 

Ⅱ③有力寺院が下級僧侶を僧兵に組織し，神木や神輿を押し立てて，自分たちの要求を通すため朝廷に強訴する

ようになった。１２世紀 

Ⅲ①有力寺院の初期荘園が，律令制的支配の衰えとともに衰退していった。１０世紀 
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